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卒園生が恩返し！

卒園生が恩返し！

後輩達に想いを託す！

後輩達に想いを託す！



「町民と議員のまちづくりカフェ」を
開催しました！

町民と議員のまちづくり カフェ特集町民と議員のまちづくり カフェ特集町民と議員のまちづくり カフェ特集

リラックスムードの中、話し合いました。議長の挨拶 自身の思いを話します。

出された意見等を発表するため、模造紙に 議員が各テーブルのファシリテーター受付風景

Q　ワールドカフェってなぁに？

 A　�ワールドカフェとは、カフェのようなリラックスした雰囲気で行われる話し合いで、小グループ単位で
自由に対話し、話し合いを発展させていく手法です。

　９月27日（土）、今宿コミュニティセンターにて、町民の皆様のご意見をお聴きし共に語り
合う「町民と議員のまちづくりカフェ」を開催しました。
　３回目となる今回は、特にテーマを定めずにチームごとに「フリートーク」で、ワールドカ
フェ形式で自由気軽に意見交換しました。
　21人の町民の皆さんに参加いただき、７～８人の４つのチームに分かれ、町議９人とテー
ブルを囲んだカフェスタイルの和やかな雰囲気の中、地域の要望や生活に密着した課題や町の
施策や議会活動等に対し、さまざまなご意見・ご提言をいただきました。

グループに分かれて意見交換
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町民と議員のまちづくり カフェ特集町民と議員のまちづくり カフェ特集町民と議員のまちづくり カフェ特集

〇�いろいろなご意見を聞ける機会は非常に貴重。そのよう
な場に若い世代が多く参加してくれればよりgoodです。
〇�今後も積極的に関わりたいと思っておりますので、色々
な機会を作って下さい。
〇��議員や各地域の方と率直な話ができて、考え方の相違、
共通点が共有できたことが良かった。
〇�他者の意見を聞けて楽しかったし、有意義でした。
〇�各回ごとにテーマを絞り、より深みのある意見が出て、
発表者の思いがより伝わり、次につながる気がします。
〇�初めての参加で、いろいろな意見が聞けて良かったです。
〇�鳩山ニュータウンの参加者が多かったので、他地区の方
の意見も聞きたい。

　土曜日の午前という時間にも関わらず、多くの方にご参加いただき、参加者からは「話しやすい雰囲気
でとても有意義だった」「他の方のいろいろな意見があり、とても良い時間」など大変好評の声をいた
だきました。
　ご参加いただいた皆さん、貴重なお時間をありがとうございました。
　皆さんからいただいたご意見、ご要望等は対応を協議し、調査研究を進めて、一般質問や政策立案に
つなげてまいります。
　なお、まちづくりカフェの報告書は、後日、町のホームページでお知らせいたします。
　今後とも議会活動にご理解、ご協力くださいますようよろしくお願いいたします。

アンケートでいただいた
ご意見（一部）

参加者へのアンケート
集計結果

まちづくりカフェを終えて

各チームの発表。各チームの発表。
出された意見について、各チームから発表してもらいました。出された意見について、各チームから発表してもらいました。
発表者の皆さん、ありがとうございました。発表者の皆さん、ありがとうございました。

参加者合計 アンケート回答者数

21人 19人

＜年齢＞ ＜お住まいの地域＞

40歳代
10％

50歳代
10％

今宿
21％

亀井
16％

60歳代
16％
60歳代
16％

鳩山
ニュータウン
63％

鳩山
ニュータウン
63％70歳代

48％

80歳代
16％
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～町民の皆さんに～町民の皆さんに 聞いてみました～聞いてみました～
令和６年度

決 算

町のお金はどんなことに使われた？町のお金はどんなことに使われた？ あなたはどう考える？あなたはどう考える？

シロップ漬けやあんずジャム
はふるさと納税の
返礼品に

○関根清隆議員
　決算審議で出された議員の意見を踏まえ、来年
の予算に向け、無駄はないか再度見直しを願う。

○石井徹議員
　地方債が減少したことは評価するが、まだ暫く
新規事業は我慢。

○日坂和久議員
　子育て世代移住・定住促進策は、予想以上の成
果があったが、転出した子育て世代の状況も分析
して欲しい。

○小鷹房義議員
　鳩山町の人口は、現在12610人（9月1日現
在）。全体的に無駄なく使われている決算である
と考える。

○森利夫議員
　町税収入は前年比2.1％の減となり、今後も減
少傾向である。
　これからも公平公正な賦課・徴収をすすめて、
税収の確保に努めて欲しい。

議員は決算についてこう考える

鳩山町は子育て支援施設、
施策が整っていて助かります。

上の子が喜んで保育園に
通っています。安心して子
育て出来そうです。

ふるさと納税　武蔵牛出品
鳩山町赤沼の牛舎内に820頭
を飼育。
餌に食パンの耳を混ぜ、脂質
の向上により深みが増し、牛
肉本来の味を引き出していま
す。
（SDGsの取り組みを35年前
より実践し、食品の残さ解消
に努めています）

私たち加工部は少数精鋭。組合員全
員の力で作ったあんずを大事にして、
ジャム、干しアンズ、シロップ漬けなど
を作っています。
興味のある方はぜひご一緒に。

たばたひとしさんファミリ－

清水畜産　清水正興さん

加工部の皆さん加工部の皆さん
写真左から小鷹綾子さん、植木かつ子さん、写真左から小鷹綾子さん、植木かつ子さん、

小鷹菊江さん、宮入千春さん。小鷹菊江さん、宮入千春さん。

清水さん親子

子育て支援

ふるさと納税 あんず栽培加工組合
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～町民の皆さんに～町民の皆さんに 聞いてみました～聞いてみました～
令和６年度

決 算

町のお金はどんなことに使われた？町のお金はどんなことに使われた？ あなたはどう考える？あなたはどう考える？

○野田小百合議員
　限られた財源の中で堅実に執行されたと思う。
　余裕で使える財源が欲しい。住民の声を活かし
た施策展開を。

○石井計次議員
　経常収支比率は92.1％、対前年度比0.9ポイ
ント悪化。
　人件費などの経常経費の増加。財政硬直化が懸
念される。

○清水秀幸議員
　＜危ない！赤字が続く水道事業＞
　老朽化対策・耐震化の整備、持続可能な安心・
安全な水の供給のための早急な経営戦略を。

○松浪健一郎議員
　事業の継続と安定が求められる。指定管理者の
選定はしっかりすべき。

○【議会選出監査委員】中山明美議員
　財政運営の厳しい決算だった。ふるさと納税、
企業誘致、町の特産品など、歳入増に期待。

6年度から鳩山小学校でも始まりました。１週間
に１度、学童の子どもさんも含めて、希望の子ど
もさんが集まり、放課後自由に遊んでいます。
１年生から６年生までみんな仲良し。
一緒になって楽しい時間を過ごしています。

（コーディネーターの安田千寿子さんより）

おしゃもじ山地域健康教室
毎週木曜日　今宿コミセンにて開催。
40人近く参加されています。90代の方も
参加され、皆さん若々しい！

朋拓さんは鳩山育ち。
仕事で全国各地に転居。ご結婚され、ご家族で鳩山に引っ越
して来られました。
保育園にすぐ入園でき、子育てしやすい鳩山町を実感された
そうです。子育て世帯移住・定住促進補助金40万円は、転居
費用に充当できて、助かったそうです。

山崎朋
ともひろ
拓さんファミリー

おしゃもじ山地域健康教室サポーターの皆さん（写真左から中嶋さん・
伊藤さん・丹野さん・大河原さん・坂本さん・武政さん・有住さん）
参加者の皆さんと会うのが楽しみ。元気の素ですとリーダーの伊藤さん・
サブリーダーの中嶋さん

鳩山小学校で行っている放課後子ども教室

移住

放課後子ども教室
健康づくり

子どもたちが
遊びたくなる
ような公園が
欲しいな～！
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『南比企窯跡』の新たなマスコット
『かまっぽー』が誕生しました！

第３回定例会　報告
　令和７年第３回定例会が、９月２日～９月12日までの11日間にわたり開催されました。提出
議案は、専決処分の承認を求めるもの１件、条例の制定に関するもの７件、指定管理者の指定に
関するもの１件、令和６年度一般会計、特別会計及び企業会計の決算認定に関するもの６件、水
道事業会計及び下水道会計の未処分利益剰余金の処分に関するもの２件、令和７年度一般会計及
び特別会計等の補正予算の議定に関するもの４件、人事案件に関するものが１件の合計22議案、
その他に、令和６年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告２件、令和６年度教育委員会事務
に関する点検評価の報告１件の合計25案件で、すべて可決、認定、同意されました。
　また、請願が１件提出され、採択となりました。
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度
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◆ 

歳
入

　ふるさと納税
問�　ふるさと納税の当初予算4500万円
に対し、実績1015万円、この大幅な
乖離の原因は。

答�　総務省の令和５年度の地場産品の基
準の見直しが、令和６年度は１年間を
通じて適用され、結果としては、予
算額を大幅に下回るような決算額に
なった。
　�　今後も、魅力ある返礼品の開発、そ
れから既存の寄附金の拡充を含めて、
庁内で検討して、寄附金の増加につな
げたい。

 

 

 

地方交付税
19億1255万円 
32.3%

町税 
16億6756万円
28.1%

民生費 
19億8077万円 
35.2%

総務費 
9億8774万円 
17.5%

国庫支出金 
6億9026万円 11.6%

県支出金 
3億8546万円 6.5%

地方消費税交付金
3億0996万円 5.2%

繰越金 
2億3883万円 4.0%

町債 
1億4133万円 2.4%

諸収入 
1億1199万円 1.9%

ゴルフ場利用税交付金 
9718万円 1.6%

繰入金 
9023万円 1.5%

その他 
2億8163万円 4.8%

衛生費 
6億9679万円 12.4%

公債費
6億0868万円 
10.8%

教育費 
5億2967万円 9.4%

消防費 
3億2351万円 5.7%

土木費 
2億3307万円 4.1%

農林水産業費 
1億7902万円 3.2%

議会費 
7812万円 1.4%

その他 
1635万円 0.3%

歳出合計
56億3373万円

歳入合計
59億2698万円

Ｒ6
決算では
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ご意見・ご感想ご意見・ご感想
ありがとうございましたありがとうございました

＜傍聴アンケートより＞

◦�議会音声配信を聴いています。
とても良いです。

◦�40数年前の町議会と比べると、
議員さんたちが多数質問し、隔
世の感があります。

◦�事前に調査している様子が見
えず、行政とのやりとりの内
容の深まりを感じられず、もっ
たいない気がします。
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問�　高額療養費が増加している理由は。
答�　入院であったり、高額な薬剤等の対
象になる方が多かったため。

　町営路線バス
問�　年々利用者が減少しているが、どの
ように対応するのか。

答�　運行路線の見直し、ダイヤ改正につ
いて、利用者数の推移、状況などを把
握するとともに、町の負担金への影響
なども研究し、地域の利用者の皆様、
地域公共交通会議や運行事業者等の意
見も聴取し、検討する。

問�　特別交付税に影響はあるのか。
答�　省令の改正が行われない限りは、同
じような形で算定されると考えてい
る。

　避難行動要支援者システム
問�　現在の登録者数、今後の運用は。
答�　４月１日現在163人。総務課とし
ては、長寿福祉課と情報共有を図り、
良い仕組みを作っていきたい。

　緊急通報業務委託料
問�　設置台数及び一人暮らしの世帯数
は。

答�　設置数は66台、一人暮らしの高齢
者は男性が434世帯、女性が784世
帯、合計約1200世帯

　介護・特例介護等給付費
問�　前年より4000万円増だが、増額幅
の大きなものは。

答�　施設入所支援が対前年費で約1354
万円、放課後等デイサービスが約
959万円、就労継続支援Ｂ型が約
902万円の増という状況である。

問�　指定管理料の算出で利益分配制度の
導入（売上の収支で黒字の分を、分配
率を定め町に納入してもらう制度）は
検討されたか。

答�　３年後（次期指定管理者募集時）に
検討を進めたい。

〈反対討論〉
　指定管理代行料での人件費の全額カッ
トは乱暴では。利益分配制度の導入で町
に還元が望ましい。� （石井徹）

〈賛成討論〉
　テナントと考えており、家賃を払って
利用するのが本来の姿だ。
　今回の選考はそれに近い考え方なの
で、賛成する。

　教育委員会委員の任期満了に伴い、
村岡満子氏（鳩ヶ丘在住）を再任する
ことについて同意しました。

教育委員会委員に　
村岡　満子 氏
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「私たちは賛成・反対しました」

賛否の分かれた提出議案
関
根
　
清
隆

石
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審議
結果

町長
提出

上熊井農産物直売所の指定管理者の指定
令和8年4月から3年間　株式会社　秀拓に指定 欠 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

全員賛成の提出議案

町
　
長
　
提
　
出

専決処分の承認（令和７年度一般会計補正予算（第２号））
歳入歳出それぞれに930万円を追加

地方自治法の改正に伴う関係条例の整理のための一部改正

議会議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関す
る条例改正
選挙運動用ビラ、ポスター単価が上がります
職員の育児休業等に関する条例の一部改正
育児両立支援制度、介護両立支援制度にかかるもの
職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正
育児両立支援制度、介護両立支援制度にかかるもの
個人番号の利用に関する条例の一部改正
地方公共団体システムの統一・標準化の移行に伴うもの
税条例の一部改正
特定親族、加熱式たばこ税の課税標準の特例が変更
企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正
部分休業、介護休暇に関するもの
令和６年度一般会計歳入歳出決算認定
歳入59億2698万円、歳出56億3373万円
令和６年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
歳入16億6565万円、歳出16億2826万円
令和６年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定
歳入14億8542万円、歳出14億2784万円
令和６年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
歳入３億5780万円、歳出３億5696万円
令和６年度水道事業会計決算認定
経常収益２億4482万円、経常費用２億6284万円
資本的収支は収入額3000万円、支出額5238万円
令和６年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分
未処分利益剰余金87万円を処分
令和６年度下水道事業会計決算認定
経常収益１億638万円、経常費用7813万円
資本的収支は収入額4070万円、支出額4070万円
令和６年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分
未処分利益剰余金2825万円を処分
令和７年度一般会計補正予算（第３号）の議定
歳入歳出にそれぞれ１億309万円追加
令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の議定
歳入歳出にそれぞれ233万円追加
令和７年度介護保険特別会計補正予算（第２号）の議定
歳入歳出それぞれに5856万円追加
令和７年度下水道事業会計補正予算（第２号）の議定
収入支出にそれぞれ133万円追加
教育委員会委員の任命
村岡満子氏を再任

議
員
提
出

請願第１号　「日本政府が核兵器禁止条約に署名し、国会
で批准すること、それまでの間オブザーバーとして締約国会
議に参加することを強く求める」意見書提出を求める請願
発委第１号　日本政府が核兵器禁止条約に署名し、国会で
批准すること、それまでの間オブザーバーとして締約国会議
に参加することを強く求める、を提出するにあたっての意見
書案について

　○は賛成　●は反対　議は議長　欠は欠席※わかりやすくするために、議案名を一部省略しています

　2017年７月７日、国連会議で核兵器を違法化す
る「核兵器禁止条約」が採択されている。
　この条約は、各国の代表のほか市民の意見も取り
入れられ「ヒバクシャ」の証言も組み入れられた画
期的なものである。
　この条約の前文には「ヒバクシャの苦難を心に留
める」と書き込まれ加盟国には核兵器の開発、保有、
実験、使用に留まらず威嚇行為も禁じている。
　昨今の国際情勢、特にロシアのウクライナ侵攻や
イスラエルのガザ攻撃、アメリカのイラン攻撃など
にみられるように、核保有国の威嚇によって不安を
覚える人もいる。
　戦後80年ともなると、ほとんどの人が戦争体験
のない人々だが、世界で唯一の被爆国として「心に
留める」こと、受け継いでいくことが必要と考える。
　政府には唯一の被爆国であること、戦争放棄を
謳った憲法を持つ国として「核兵器禁止条約」に署
名し、核兵器のない世界を目指していただきたいた
め、下記の事項について強く求める。

記
１　�唯一の被爆国として核兵器禁止条約に一日も早
く署名・批准すること。

２　�それまでの間はオブザーバーとして締約国会議
及び検討会議に参加すること。

　戦後80年、ここまで核兵器を使わずに来られた。
それは被爆者の皆さんが原爆のつらい体験、悲惨さ
を証言してきてくださったことが大きい。
　唯一の被爆国である日本の果たすべき役割は、原
爆の悲惨さを伝えていくこと、核兵器廃絶の牽引者
となるべきです。�         （野田）
　オブザーバーとして参加することは、条約に賛成・
反対する国との議論の活性化につながり、核廃絶実
現への国際世論を強くしていく力になると思う。
     � （中山）

日本政府が核兵器禁止条約に署名し国会で批准す
ること、それまでの間オブザーバーとして締約国会
議に参加することを強く求める意見書

全会一致で可決され、全会一致で可決され、
国に意見書を送付しました。国に意見書を送付しました。

〈賛成討論〉
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関根　清隆　議員
１　�特別養護老人ホームの利用料支払いで預貯金
が激減していくと言うのは本当か

２　�落雷や誘拐から小中学生を守るため、通学バ
スの導入等を提案する

３　小中学校の統廃合についてたずねる

森　　利夫　議員
１　北部地域活性化事業について
２　高齢者福祉について

中山　明美　議員
１　石坂・熊井交差点の歩行者用信号機について
２　町内小中学校の熱中症対策について
３　親水公園の活用について

小鷹　房義　議員
１　食農教育について
２　農地バンクの取組みについて

日坂　和久　議員
１　�町内で開催される行事や催し物と町が持つ施
策・戦略等を連携させ、安心安全で活力ある
まちづくりを産出することについて

２　�まちづくりにおける町と民間事業者との連携
協定について

清水　秀幸　議員
１　熱中症対策への取り組みについて
２　公有財産（美術品）の売却について
３　鳩山町におけるGIGAスクール構想について
４　�高齢者の「聞こえづらさ」予防への取り組み
について

石井　　徹　議員
１　�鳩山ニュータウンの地区計画決定後の届出
他、並びに建築協定の廃止に伴う諸手続きの
確認

２　指定管理者制度の町の考えを確認
３　親水公園の活用について

石井　計次　議員
１　指定管理者制度について
２　都市計画について
３　ニュータウン地内の旧、JАＸА宿舎について

野田小百合　議員
１　�太陽光発電設備の適正な設置及び管理に関す
る条例の改正について

２　�多様な方が互いに理解し合い、共に安心して
暮らせる町にするために

３　特定外来生物の対応について

　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開催
される定例会で、町政全般に対し質問をすること
ができます。これを「一般質問」といいます。
　本文は質問した議員本人の責任で要約し、執筆
した原稿を掲載しています。一般質問　９議員が質問

町政を問う町政を問う!!

問�　特別養護老人ホーム（特養）の入居状況と国の
基準費用額及び負担限度額認定制度について伺
う。

答�　特養の入居条件は要介護３以上、県の優先順位
評価基準が高い点数の人から受け入れる。町外在
住でも入居可。費用については①所得に応じた負
担割合（１～３割負担）、②介護度、③住居タイ
プの３点で費用が決まる。他に食費等が必要。
　�　ただし負担限度額認定制度により、所得と預貯
金額が低ければ、部屋代と食費が軽減される。

問�　例えば申告預金が規定以上あり、負担限度額認
定されず、毎月25000円赤字なら年間で30万円
程不足し、預貯金から引き落されることとなる。
これを激減と感じる人もいるのではないか。

答�　負担限度額認定は低所得者救済の制度である。
　　（入居検討時、ケアマネと相談のこと）

落雷や誘拐から小中学生を守るため通学バス導入を
問�　落雷が多発し小中学生が帰宅時に被害にあわな
いか心配だ。また誘拐や行方不明から守るため、
通学バスの導入や所在確認スマホアプリ（月額
500円程度）の利用を推奨するがいかがか。

答�　通学バスは現在亀井小学校の下校時に利用中
で、今後の導入については、効果や費用面を含め
検討していきたい。所在確認については保護者や
学校現場の意見を聞きながら、慎重に検討する必
要がある。

関
根 

清
隆 
議
員

問　特養の支払いで預金が激減するのか
答　低所得者向けに負担軽減あり

特養入居費用

はとやま議会だよりNo.170　98　はとやま議会だよりNo.170



　
指
定
管
理
料
の
大
幅
減
額
！

よ
く
ぞ
や
り
ま
し
た
！

今
年
も
鳩
山
は
暑
か
っ
た

来年度から指定管理
代行料が大幅減額に
なる「ちょっくま」

町内の小中学校の熱中症対策について
問�　部活動中止の基準はあるのか。
答�　熱中症警戒情報や活動場所の暑さ指数を基に判
断している。中学校では、熱中症発生時の対応マ
ニュアルを作成し、教職員間で共有している。
　�　暑さ指数（湿度・日射、放射熱・気温から算出）
21から25は注意、25から28は警戒、28から31
は厳重警戒、31以上は運動は原則中止。学校に
おいて適切な判断の下、部活動の実施、中止を決
定している。

問�　エアコンの導入が必要ではないか。
答�　スポットクーラーを設置して対応しているが、
常設型の空調設備は未設置の状況である。
　�　体育館における熱中症対策の強化は喫緊の課題
であると認識しているが、イニシャルコストやラ
ンニングコスト、受変電設備の容量確保など様々
な課題がある。

問�　国から示されている空調設備整備臨時特例交付
金を活用して、学校体育館の空調設備の整備を進
めてはどうか。

答�　国からの情報を注視しながら、改めて制度内容
の把握を行っていきたい。
　�　子どもの安全を第一に考えて、まずは今できる
限りの安全対策を講じるとともに、空調設備の整
備を含め、現実的で効果的な熱中症の対策に向け
て必要な研究を実施していきたい。

問�　「ちょっくま」の次期指定管理代行料を大幅に
減額して募集をした理由は。

答�　令和４・５年度が2300万円、令和６・７年度
が2470万円の指定管理代行料を、今回の募集で
は上限額900万円にした。これは収支決算状況か
ら今後の管理運営経費を推計し、総合的に勘案し
て決定した。

問�　令和６・７年度に物価高騰や人件費の上昇を考
慮して、指定管理代行料の上乗せをした。この現
状からして、大幅減額には他の理由があるのでは
ないか。

答�　コストカットという観点で決算書を見て、固定
費の部分だけを検討して算出した。公募にあたり
多くの業者に宣伝をし、トップセールスもしたの
で大幅減額の900万円とした。

問�　指定管理者候補の株式会社秀
しゅう

拓
たく

は、地域活力
の創出、自立性の高い管理運営等で高い評価を得
ているが、地域の農業振興や活性化を進める上で

何らかの提案があるのか。
答�　バーベキューガーデンの開設、グループ会社の
農業生産法人による農地利用、イベントの開催等
など、地域活性化策がある。
辻川周辺整備事業
問�　実施設計での東山沼整備事業の内容は。
答�　整備内容としては、沼の外周に沿って散策路を
整備するほか、ベンチ等の設置をする。堤体につ
いては、整備事業の対象外である。

問�　堤体の別途改良工事の構想予定は。
答�　防災重点農業用ため池実施設計に着手していな
いので、改修工事等は決定していない。

森
　
利
夫 

議
員

中
山
　
明
美 

議
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問　指定管理代行料を減額した理由は
答　固定費に対し売上見込が大幅増

ちょっくま

問　空調設備が必要ではないか
答　現実的効果的な研究をしていく

熱中症対策
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野菜を収穫

これまでとは違った
視点で利活用を考え
てみよう

町内催事と町の施策・戦略等との連携
問�　はとやま祭と復元古代窯「窯出しイベント」の
同日開催はできないか。

答�　町職員の人員確保が困難で難しい。
問�　現代において、鳩山は何をもって焼き物の里な
のか。

答�　古代に焼き物生産が盛んであった歴史的背景か
ら、「古代焼き物の里」としている。

問�　ならば、地名のついた焼き物を開発・商品化し、
現代の焼き物の里を目指しては。

答�　町独自の体験事業を通し、焼き物文化の継承と
情報発信をしている。開発・商品化は歴史的価値
を現代に生かせるので意義深い。

問�　令和６年３月に農村公園で「窯
かまあと

跡マルシェ」が
開催された。農村公園の利活用の面から、窯跡マ
ルシェに類似するイベントであれば開催可能か。

答�　町職員の人員不足が課題だ。例えば、町内団体
等の主催で実行委員会を組織し、町が後援する形

であれば開催は可能だ。
問�　商工会納涼夏まつりを、活力あるまちづくりの
観点からいかに評価しているのか。

答�　町内外から約2500人が訪れ、活気に満ちた有
意義な町内主要イベントだ。

問�　町内各地区では催し物等を通し、顔の見える関
係の形成を行い、災害時の共助に備えているが、
町からのアプローチはいかがか。

答�　地域防災活動の基本的主体である大字・自治会・
町内会等、地区単位での防災活動、訓練等のサポー
トを実施している。

食育問題について
問�　学校給食に地元産野菜は使用されているのか伺
う。

答�　献立表に地元産食材を太字で表示することで、
児童・生徒がどの献立に地元の野菜が使用されて
いるかを視覚的に確認できるようにしている。ま
た、食育の授業や調理実習などを通じて食材の産
地や旬について、地産地消の意義や地域農業への
理解を深めるよう取り組んでいる。

問�　各学校では、どんな作物を栽培しているのか伺
う。

答�　亀井小学校では、米、サツマイモ、ミニトマト、
大豆。今宿小学校では、サツマイモ、ジャガイモ、
大豆。鳩山小学校では、米、ナス、ピーマン、イ
ンゲン豆、ジャガイモなど栽培。鳩山中学校では、
キュウリ、ゴーヤ、シソ、ハクサイ、大根、カブ
などを中心に栽培。栽培時期や学年の活動に応じ
て学校ごとに適した作物を選定している。

農地バンクについて
問�　農地バンクの取り組みについて伺う。
答�　鳩山版の農地バンクは、農地の売買、賃借に限
らず、出し手と受け手のマッチングを支援するも
の。農地を貸したいが、誰に相談していいか分か
らない方や、農地を買いたいが、町内に知り合い
がいないといった方に、ご利用いただくことを想
定している。

日
坂
　
和
久 
議
員

小
鷹
　
房
義 

議
員

問　行事催事を別視点で政策に活かせ
答　人員確保・予算等の検討が必要だ

別視点から産出

問　食育教育の基本は家庭にあるのか
答　教育現場での取り組みは一層重要

食農教育
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親水公園の越辺川

指定管理者制度の確認
問�　ちょっくまの来年度からの指定管理代行料が、
2470万円から900万円になる。大幅な減額の算
定根拠は。

答�　現指定管理者のここ数年の実績から、人件費を
変動費ととらえ、人件費を除く固定費の分を900
万円と算出した。

問�　代行料から人件費をカットするのは乱暴ではな
いか。

答�　営業実績を上げ、変動費と考える人件費を捻出
することが、企業努力で可能と考えた。
ニュータウンの都市計画の変更について
問�　間もなく地区計画への変更になるようだが、い
つから施行する予定か。

答�　10月頃を予定しており、都市計画審議会にか
けて最終決定する。また、申請等は役場のまちづ
くり推進課が窓口になる、

問�　現在の建築協定の廃止手続きも始まるが、各次
別の過半数に満たないところはどうなる。

答�　過半数の同意が得られない場合は協定の効力が
維持されるため、これまでどおりの運営が必要と
考える。
親水公園の活用について
問�　利用が少ない現状を見て、他の活用方法を提案
する。近隣の自治体では国、県の地域再生等利用
区域の指定を受け、河川敷にバーベキュー場等を
開設し賑わいを創出しているが、親水公園周辺に
も考えられないか。

答�　適当な場所とは思えな
いが、今後調査研究して
いきたいと思う。

問�　熱中症予防と災害対策、１年を通して子どもた
ちの教育・部活動を送るため、早急に、学校体育
館にエアコン設置を行うべきではないか。
　�　文科省も交付金で体育館の空調設置の導入を後
押ししているのだから、どうか。

答�　交付金活用の可能性を含め、課題を整理しつつ、
導入効果の検証を進めていきたい。　　　　
小・中学校に冷水機の設置を
問�　自宅から持参した水筒の中身の補給のための冷
水機は、水道水よりも冷却効果に優れており、児
童・生徒の自発的な水分補給を促し、熱中症対策
の一つとして、小・中学校に冷水機の設置を求め
るが、いかがか。

答�　冷水機の設置には、衛生管理や維持管理方法、
設置に係る経費等の課題があり、直ちに導入する
ことは難しい状況。
　�　今後、熱中症対策の観点からも、冷水機を含め
た環境整備の必要性について研究していきたい。

高齢者に聞こえづらさ予防の支援を
問�　鳩山町における「加齢性難聴者」の実態を詳し
く把握しているのか。

答�　調査データは特に無いが、確率的には、町内に
2000人程度と推計される。

問�　加齢性難聴の早期発見のため、高齢者の特定健
診に「聴力検査」を追加できないか。

答�　防音設備がない地域包括支援センターでの集団
検診では難しい。
　�　また、聴力検査は専門外来等で実施が見込まれ
るため、実施には医師会の意見も検討する必要が
あり、今後、検証し、実施に向け検討を進めてい
きたい。

清
水
　
秀
幸 

議
員

問　中学校体育館にエアコン設置を
答　調査、検討を進めていきたい

熱中症対策

石
井
　
徹 

議
員

問　ちょっくまの減額の算定根拠は
答　人件費ほか約１5００万円カット

指定管理代行料

はとやま議会だよりNo.170　1312　はとやま議会だよりNo.170



　
整
備
し
た
い
な

町
条
例
を
き
ち
ん
と

　
ダ
メ
で
し
ょ

国
が
空
き
家
放
置
？

旧ＪＡＸＡ
鳩山宿舎

問�　事業継承（転売等）における説明会について、
条例に規程すべきではないか。

答�　上位法である再エネ特措法に、事業継承におけ
る説明会の開催が規定されているので、条例にど
のように規定すべきか引き続き検討する。

問�　FIT法（再生可能エネルギーで発電した電力を
国が一定期間、一定の価格で買い取る制度。）に
よらない場合の保証金の預け入れ、町と質権設定
契約が必要ではないか。

答�　近年、条例に廃棄等費用の確保、管理等として、
保証金の預け入れ及び質権設定等を盛り込んだ自
治体もある。導入自治体に聞き取りを含め確認す
る。

問�　条例改正の目標を提示できないか。
答�　進めなければならないと認識している。時期の
明言はできないが、必ず進めたい。
誰もが安心して暮らせる町に
問�　外国人人口は。

答�　174人で、５年前より48人増加。
問�　主な国籍は。
答�　ミャンマー国籍が16.7％、中国国籍が14.4％、
ベトナム国籍が13.8%。

問�　18歳までの子どもの人数は。
答�　21人。
問�　こどもたちの日本語教育は。
答�　特別な教育計画を編成し、日本語指導担当教諭・
補助教諭を中心に、児童・生徒の習熟度に応じて
別教室で個別に指導している。

問�　相談体制は。
答�　担任を中心に、管理職やスクールソーシャル
ワーカー、スクールカウンセラー、さわやか相談
員と連携し、相談体制を整えている。

旧ＪАⅩА宿舎について
問�　ＪАⅩА（独法）から国へ移管された国有財産
にも拘わらず、空き家として長期に及んでいる。
　�　国は空き家対策（特措法）を云々言うが整合性
がとれていない。当町の捉え方を伺う。

答�　昭和53年にJАⅩА鳩山宿舎として整備され、
平成17年施設の廃止、売却処分することが決定。
平成18年から11回の入札が行われたが、不調に
終わった。
　�　今後、国に対し早期の財産処分や対策を講じる
よう要望していく。

問�　町長の捉え方を伺う。
答�　空き家状態を問題視している。国に要望を含め
改善を求めていく。
町道上の占有物について
問�　大豆戸地内、町道第1147号線の東側は昭和45
年に市街化区域に編入された区域。編入から概ね
10年以内に市街地化する定めがある。以来50年

余り経過している。
　�　当該道路幅員は４メートル未満で建築確認申請
の許可は取得可能か。

答�　当該区域は昭和45年８月25日に市街化区域に
指定された区域だが、道路幅員は、ほぼ全線にわ
たり４メートル未満であることから、建築基準法
上の道路に該当しない。そのため建築確認の許可
申請はできない。

問�　鉄道駅も無い当町に最低限必要なものは道路整
備と考える。
　�　当該、町道上に農業用水の汲み上げ施設がある。
当該施設について町の対
応を伺う。

答�　過去の経緯を調べ処分
等、対応を検討する。

野
田
小
百
合 
議
員

石
井
　
計
次 

議
員

問　太陽光発電条例改正はいつ
答　具体的時期は明言できないが必ず

太陽光発電

問　防犯、景観上からも邪魔です。対策を
答　要望を含め改善を求めていく

国の長期空き家

はとやま議会だよりNo.170　1312　はとやま議会だよりNo.170



川場村役場　役場前にて 会議室にて説明を受けている様子

常任委員会レポート

・�＜議員定数・報酬等＞村会議員のなり手不足対
策を講じているが、「議員になりたくても自ら
手を挙げない人に議会から働きかけることはな
い」研修後の雑談での一言が印象に残っている。
（日坂）
・�＜斬新な庁舎に驚き＞コンパクトな木質新庁舎、
特に議場が多目的会場となる可動収納型、オー
ルフラットな構造が斬新であった。（石井 徹）
・�＜こども議会開催を＞中学生の目線で意見、要
望を聞き、村の運営に役立てているとのこと。
以前より当町議会でも子ども議会の提案もあ
り、開催したいと思う。（石井 計）
・�＜川場村に追いつけ追い越せ＞共通の課題を持
つ川場村、どのように検討し、決定していった

のか学べた。鳩山も議会改革をさらに進めてい
きたい。（野田）
・�＜こども議会に感銘＞川場村新庁舎において、
議会改革・人口減少問題・観光資源活用等につ
いて研修を受けた。なかでも、平成28年から
開催しているこども議会は「今後の村政運営に
役立てるため」ということで感銘を受けた。（森）
・�＜農業・観光が魅力的＞客を引き付ける要因の
ある川場村は、地の利を生かし、農業・観光に
取り組んでいる地区であった。（小鷹）

《総務産業委員　一言コメント》

調 査 事 項

議会改革を視察　群馬県川場村　令和7年7月8日　実施

群馬県川場村では、「議会改革について」先
進的な取り組みを実施しています。その内容や
実績を研修しました。意見交換会では、双方の
議員から活発な意見がありました。
川場村行政全般では、人口減少問題と移住定
住対策、観光資源の活用、新庁舎の評価等を研
修しました。人口減少・移住定住では特段の対
策が打てず、人口は減少傾向にあります。観光
資源では、道の駅川場田園プラザや川場スキー
場に来客数が多く、村の活性化に繋がっている
ようです。また、令和４年11月から供用開始の
役場新庁舎は村民からの評判も良いそうです。
　
議会関連では、議員の資質向上、議員定数・
報酬、子ども議会、議会ライブビューイング、

議会広報について研修しました。資質向上につ
いては、研修会等への積極的参加を進めていま
す。議員定数・報酬では、特別委員会にて12回
の協議の結果定数変更なし、報酬は周辺自治体
の状況を鑑み３万円の増額としました。子ども
議会は、令和６年度に中学生22人が参加し実施
されました。ライブビューイングは実施するも、
見る人は少ないということです。議会広報は視
察研修を行い改善したため、高評価をいただい
ているようです。
川場村と鳩山町は、地域性・保有する観光資
源・生活環境等の違いを多々感じましたが、町
議会の改革を推進するため、適合できる事項を
改めて検証し活用していきたいと思います。
� （日坂委員長）

総務産業委員会

はとやま議会だよりNo.170　1514　はとやま議会だよりNo.170



小山市議会　議場にて 会議室にて説明を受けている様子

県外自治体視察研修報告

・�＜有機米導入に本気＞有機米導入に本気
で取り組んでいるのが伝わってきた。小
山市で開催される「全国オーガニック給
食フォーラム」に行ってみたい。（中山）

・�＜理想の給食に向かって＞埼玉ではあま
り使われていない米粉パン（小山市産米
粉使用）を年間20回も使っているそうで
す。すごい！理想の給食を追いかけたい。
（野田）
・�＜地場産有機農作物使用＞学校給食では、
地場産の有機農産物を主に使用し、安心
で安全な給食としている。市の姿勢が伺
えた。（小鷹）

・�＜自治体の支援と取り組みが必要＞学校
給食では、農畜産物生産者の確保と安全
な有機野菜の奨励など、自治体の支援と
取り組みが必要だと感じた。（関根）
・�＜オーガニック革命は＞トップマネジメ
ントにより、ＪＡ、生産者などと官民一
体の取り組みを進めていかないことに
は、成功を見ることはできない。（清水）

《福祉文教委員　一言コメント》

調 査 事 項

オーガニック給食を視察　栃木県小山市　令和7年7月9日　実施

小山市では、有機農法による米や野菜を使っ
た給食の試験提供が始まっています。この取り
組みは、環境に優しい農業を推進し、子どもた
ちの健康を考えたものです。
学校給食は、市内の小中学校34校で14000食
実施されています。地産地消の取り組みも、お
米は100％小山市産、牛乳は100%栃木県産。小
麦パンは栃木県産、米粉パンは小山市産米粉を
使用。小山市産農畜産物を積極的に使用してい
ます。
給食で使用する有機米導入回数は、令和３年
度は９回でしたが、令和７年度は50回。将来的

には100％を目指しているそうです。
2026年には小山市で「全国オーガニック給食
フォーラム」が開催される予定だそうです。
オーガニック給食の役割は、有機米生産者を
育て、環境を整え、学校給食で地産地消・食品
ロス削減・食育・環境保全・地域経済の循環を
学ぶこと。
「食をめぐる様々な情報を正しく読み解き活
用する能力を育成することを目指している」と
説明を受け、素晴らしい取り組みだと改めて思
いました。
� （中山委員長）

福祉文教委員会

はとやま議会だよりNo.170　1514　はとやま議会だよりNo.170
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（
野
田
）

８月６日　鳩山幼
稚園の卒園生の発

案により、

未就園児に向けた
イベントが開催さ

れました‼

鳩山幼稚園　ピジョっこルーム鳩山幼稚園　ピジョっこルーム

　小学２年生が提案して、学年を超えて協
力し、「思い」を形にできたことは素晴らしい。
　がんばった子どもたちと黒子になって支
えてくれた保護者の皆さんにブラボー！
� （今回の企画に全面協力）岡部園長先生より

みんなで力を合わせて素晴らしい会になりました！

最後はじゃんけん列車でみんな友だち☆

次に『はらぺこあおむし』の歌
に合わせて♪

企画者インタビュー

花
はな

海
み

さん
（2年生）に聞きました！

Q　�どうして、「こどもボランティア」を
しようと思ったの？

A　�小さい子に喜んでほしかったからみ
んなに言ってみました。

Q　みんな協力してくれたんだね。
A　�いいね！って、友だちもおかあさん
も一緒にやってくれた。

Q　練習は大変だった？
A　4回ぐらい。楽しかったです。

最初は手遊び歌
『やおやのおみせ』から

あおむしはきれいな
あおむしはきれいな

ちょうちょになりました～♬ちょうちょになりました～♬

八百
屋さんやパン屋さ

んに

八百
屋さんやパン屋さ

んに

あるも
の　ど～れだ？

あるも
の　ど～れだ？


